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ゆるし を 得た のか、 先生、 先生 を 連発し、 「勉強いた し 

しゅしょう 

て 居ります ご と 殊勝ら しく、 眼 を 伏せて、 おそろし 

よそお 

く 自己 を 高尚に 装い 切った と 信じ込んで、 澄まして 

いる 風景の なかなかに 多く 見受けられる ことで ある。 

あさましく、 かえって 鷗 外の ほうで まごついて、 赤面 

する にちがいない。 勉強いた して 居ります。 というの 

は 商人の 使う 言葉で ある。 安く 売る、 という 意味で、 

商人が も つばら この 言葉 を 使用して いるよう である。 

なお、 いまでは、 役者 も 使うよう になって いる。 

曾 我廼家 五郎と か、 また 何とかい う 映画 女優な どが、 

よく そんな 言葉 を K つてい る。 どんな こと をす るの か 



なむ 学問なくて は、 かなうまい、 としたり 顔して 落ち 

ついている 靜 わば、 あの、 研究科の 生徒た ち。 そんな 

人た ち は、 窮極に 於いて、 あさましい 無学 者に きまつ 

ている ので あるが、 世の中 は 彼等 を、 「智慧 ある 人」 と 

して、 畏敬す るので あるから、 奇妙で ある。 

あざけ し ぱい 

鷗外 だって、 嘲って いる。 鷗 外が 芝居 を 見に 行つ 

さむらい 

たら、 ちょうど 舞台で は、 色の あくまでも 白い 侍 が、 

たんざ しょけん 

部屋の 中央に 端坐し、 「どれ、 書見な と、 いたそう かご 

と 言った ので、 鷗外 も、 これに は 驚き 閉口した と 笑つ 

て n 曰いて 在った。 

諸君 は、 いま 私と 一緒に、 鷗外 全集 を 読む ので ある 



ければ なりません。 飜 訳篇、 第 十六 巻 を、 ひらいて み 

ましょう。 いい 短篇 小説が、 たくさん 在ります。 目次 

を 見ましょう。 

「玉 を 懐いて 罪 あり」 HOFFMANN 

「悪因縁」 KLEIS,T 

「地震」 KLEIST 

それに つづいて、 四十 篇 くらい、 みんな 面白そう な 

題の 短篇 小説ば かり、 ずらり と 並んで います。 巻末の 

解説 を 読む と、 これ は、 ドイツ、 ォ ー スト リア、 ハン 

ガリ— の卷 である ことが わかります。 いちど も 名前 を 

聞いた ことの 無 いような 原作者が、 ずいぶん 多いです 



いま、 ここに 並べて みたい ほどです。 けれども、 それ 

より は、 諸君が 鷗外 全集 を 買うな り、 または 私の よう 

に、 よそから 借りるな りして 親しくお 読みに なれば、 

それ は、 ちゃんと お判りになる ことなの ですから、 わ 

ざと 堪えて、 七つ、 いや、 八つ だけ、 おめに かけます。 

「埋 木」 OSSIf- SCHUBIN 

「アル フ オンス • ド • ス テル ニイ 氏 は 十 一 月に ブルク 

セルに 来て、 自ら 新曲 悪魔の 合奏 を 指揮すべし」 と 

白耳義 独立 新聞の 紙上に 出で しとき、 府民は 目 を 側 だ 

てたり。 

「父」 WILHELM SCHAEFEH 



ほか この 

私の 外に は 此話は 誰も 知らぬ。 それ を 知って 居た 男 

は 関係者 自身で 去年の 秋 死んで しまった。 

「黄金 杯」 JACOB WASSEHMANN 

千 七 百 三十 二 年の 暮に 近い 頃であった。 英国 は 

ジョ— ジ第 二世の 政府 を 戴いて 居た。 或晚夜 廻りが 

倫 敦の町 を 廻って 居る と、 テンプル バァに 近い 所で、 

若い 娘が 途に 倒れて いるの を 見付けた。 

「 一 人 者の 死」 SCHNITZifel^ 

戸を敲 いた。 そっとで ある。 

「い つ の 曰か 君 帰ります」 ANNA CI^OISSANT- 



一群の 鷗が 丁度 足 許から 立って、 鋭い、 貪る ような 

声で 鳴きながら、 忙しく 湖水 を 超えて、 よろめく よう 

に 飛んで 行った。 

「玉 を 懐いて 罪 あり」 AMADEUS HOPTMANN 

路易第 十四 世の 寵愛が、 メン トノン 公爵夫人の 一身 

あ つ 

に萃 まって 世人の 目 を 驚かした 頃、 宮中に 出入 をす る 

年寄った 女 学士に マ ドレ ェヌ • ド • ス キュデ リイと 云 

う 人が あった。 

「労働」 KARL SCHOWNHEHR 

二人共 若くて 丈夫で ある。 男 は カスパル、 女 は レジ 

ィと 云う。 愛し 合って いる。 



以上、 でたらめに 本 を ひらいて、 行き あたりば つた 

リ、 その 書き出しの 一 行 だけ を、 順序不同に 並べて み 

ましたが、 どうです。 うまい ものでしょう。 あとが 読 

みたくなる でしよう。 物語 を 創るなら、 せめて、 これ 

くらいの 書き出しから 説き 起して みたい ものです ね。 

最後に、 ひとつ、 これ は 中で も 傑出して います。 

「地震」 KLEIST 

チリ— 王国の 首府 サン チヤ ゴに、 千 六 百 四十 七 年の 

まさ れいぎよ よ 

大地震 将に 起らん とする おり、 囹圄の 柱に 倚りて 立て 

る 一 少年 あり。 名をゼ ロニ モ • ルジ ェ ラと云 い て、 

スペイン のぞみ くび 

西班牙の 産なる が、 今や 此 世に 望 を 絶ちて 自ら 縊れ 



いるので す。 この 第 十六 卷 一冊で も、 以上の ような、 

さまざまの 傑作 ぁリ、 宝石箱の ような ものであって、 

まだ 読まぬ 人 は、 大急ぎ で 本屋に 龃け つ け 買う が よ い 、 

一度 読んだ 人 は、 二度 読む がよ い、 二度 読んだ 人 は、 

三度 読む がよ い、 買う のがい やなら、 借りる がよ い、 

その 第 十六 巻の 中の、 「女の 決闘」 という、 わずか 十三 

ぺ ー ジの 小品に ついて、 私 は、 これから 語ろうと 思つ 

ている のです。 

これ は、 いかにも 不思議な 作品であります。 作者 は、 

HERBERT EULENBEHG. もちろん 無学の 私 は、 その 

作者 を 存じて 居りません。 巻末の 解説に も、 その 作者 



字典で も 調べ て 原作者の 人となり を 伝えて 下さった ほ 

うが、 私の ような 不勉強 家に は、 何かと 便利な ように 

思われます。 とにかく、 そんなに 名高くない 作者に ち 

がいない。 十九 世紀、 ドイツの 作家。 それだけ、 覚え 

て 置けば いいのでしょう。 友人で、 ドイツ 文学の 教授 

があります けれど、 この 人に 尋ねたら、 知らん という _ 

ALBERT EULENBEI^G ではない か、 あるいは、 

ALBl^ECH 闩 EULENBERG の 間違いで はない かとい 

う。 いや、 たしかに HERBERT だ、 そんなに 有名な 作 

家で もない よう だから、 ちょっと 人名 字典 か 何 かで 調 

ベて みて 呉れ、 と 重ねてた のみました。 手紙で 返事 を 



寄こして、 僕、 寡聞に して、 ヘルベルト • オイ レンべ 

ルグを 知り ませず、 恥じて いる。 マイ^ -— の 大字 典に 

も 出て 居り ませぬ し、 有名な 作家で はない よう だ。 文 

学 字典から 次の 事 を 知りました、 と 親切に、 その 人の 

著作 年表 をく わしく 書いて 送って 下さった が、 どうも、 

たいした こと は 無い。 い つ こうに 聞いた こと も 無い よ 

うな 作品ば かり 書いて いる。 つまり、 こういう ことに 

なります。 「女の 決闘」 の 作者、 HERBERT 

EULENBEl^G は、 十九 世紀 後半の ドイツの 作家、 あ 

まり 有名で ない。 日本の ドイツ 文学の 教授 も、 字典 を 

引かなければ、 その 名 を 知る 能わず、 むかし 森鷗 外が、 



と 面白い ので あるが、 知る 害がない。 君 だって 知る ま 

い。 笑つ ちゃい けない。 

不思議な の は、 そんな ことに 在る ので は 無い。 不思 

議は、 作品の 中に 在る ので ある。 私 は、 これから 六 回、 

このわず か 十三 ぺ ー ジの 小品 をめ ぐって、 さまざまの 

試み をして みるつ もりな ので あるが、 これが 若し 

HOFFMANN や JCLEIST ほどの 大家なら、 その 作品 

に対して、 どんな 註釈 も ゆるされまい。 日本に も、 そ 

れら 大家への 熱愛者が 五 万と いるので あるから、 私が、 

その 作品 を 下手に いじ くりまわしたならば、 たちまち 

殴り倒されて しまう であろう。 め つ たなこと は 言われ 



ぬ。 それが HERBERT さんだつたら、 かえって 私が、 

埋もれた 天才 を 掘り出した などと、 ほめられる かも 知 

れな いの だから、 ヘルベルトさん も 気の毒で ある。 こ 

の 作家 だって、 当時 本国に 於いて は、 大いに 流行した 

人に ちがいない。 こちらが 無学で、 それ を 知らない だ 

けの 話で ある。 

事実、 作品に 依れば、 その 描写の 的確、 心理の 微妙、 

神への 強烈な 凝視、 すべ て、 まさしく 一 流 中の 一 流で 

ある。 ただ 少し、 構成の 投げ やりな 点が、 かれ を 第二 

の シェク スピアに させなかった。 とにかく、 これから、 

諸君と 一 緒に 読んで みましょう。 



ま ^9 

だから、 わたくし は あなたに 要求し ます。 それ は 明 

日 午前 十 時に、 下に 書き記して ある 停車場へ 拳銃 御 持 

参で、 お出で 下された いと 申す 事です。 この 要求 を 致 

します のに、 わたくしの 方で 対等 以上の 利益 を 有して 

いると は 申されません。 わたくし も 立会人 を 連れて 参 

りません から、 あなた もお 連れに ならない ように 希望 

いたします。 序でながら 申します が、 この 事件に 就い 

て、 前以て 問題の 男に 打明ける 必要 は 無い と 信じます。 

その 男に はわた くしが 好い加減な 事 を 申して、 今明日 

の 間、 遠方に 参って いさせる ように 致しました ご 



の も、 まさに、 そのと おりで、 原作者 は、 女のう しろ 

に 立って ちゃんと 見て いたのであります。 なんだか、 

薄気味悪い ことにな りました。 その 小説の 描写が、 怪 

しからぬ くらいに 直截で ある 場合、 人 は 感服と 共に、 

一 種 不快な 疑惑 を 抱く ものであります。 うま 過ぎる。 

淫 する。 神 を 冒す。 いろいろの 言葉が あります。 描写 

に対する 疑惑 は、 やがて、 その 的確す ぎる 描写 を 為し 

ひとがら 

た 作者の 人柄に 対する 疑惑に 移行いた します。 そろ そ 

ろ、 この辺から 私 (DAZAI) の 小説に なり かけて 居り 

ますから、 読者 も 用心していて 下さい。 

私 は、 この 「女の 決闘」 という、 ほんの 十 頁ば かり 



また 現実 生活に 対して、 非常に 不機嫌に、 ぶあいそに 

なる ものであります。 この 「女の 決闘」 という 小説の 

書き出し は どんなであった でしよう か。 私 はこ こで そ 

れを繰 返す こと は 致しません が、 前回の 分 をお 読みに 

なった 読者 はすぐ に 思い出す ことが 出来る だろうと 思 

います。 いわば、 ぶんなぐる 口調で 書いて あります。 

ふところ 手 をして、 おめえ に 知らせて あげよう か、 と 

でもい うような たい へ ん 思い あがった 書き出し であり 

ました。 だいいち、 この 事件の 起った とき、 すなわち 

年号、 (外国の 作家 は どんな ささやかな 事件 を 叙述す 

るに あた つ て も 必ず 年号 を いれる 傾向が あるよう に 思 



われます。) それから、 場所、 それにつ いても 何も 語つ 

ていなかった ではありません か。 「口 シャの 医科大学 

の 女学生が、 或晚の 事、 何の 学科 やらの、」 というよう 

な 頗る 不親切な 記述が あつたば かりで、 他 は どの 頁 を 

ひっくり返して みても、 地理 的な こと はなん にも 書か 

れ てありません。 実にぶ つきら ぼうな 態度であります。 

作者が 肉体的に 疲労して いると きの 描写 は 必ず 人 を 叱 

りつけ るよう な、 場合によって は、 怒鳴りつ ける よう 

な 趣き を呈 する ものであります が、 それと 同時に 実に 

辛辣 無残の 形相 を も、 ふいと 表白して しまう もので あ 

ります。 人間の 本性と いう もの は 或いは もともと 冷酷 



すけれ ども、 この 小説の 描写に 於いて 見受けられる 作 

者の 異常な 憎 悪感 は、 (的確と は、 憎悪の 一 変形で あり 

ますから、) 直接に、 この 作 中の 女 主人公に 対する 抜き 

さしなら ぬ 感情から 出発して いるので はない か。 すな 

わち、 この 小説 は、 徹底的に 事実 そのままの 資料に 拠つ 

たもので、 しかも 原作者 は その 事実 発生した スキャン 

ダルに 決して 他人ではなかった、 という 興味 ある 仮説 

を 引き出す ことが 出来る のであります。 更に 明確に ぶ 

ちまけ るなら ば、 この 小品の 原作者 HERBERT 

EULENBEI^G さん 御自身 こそ、 作 中の 女房 コン スタ 

ン チェさん の 御 亭主で あつたと いう 恐るべき 秘密の 匂 



い を 嗅ぎ出す ことが 出来る のであります。 すれば、 こ 

の 作品の 描写に 於け る、 (殊に も その 女 主人公の わな 

なきの 有様 を 描写す るに 当っての、) 冷酷 きわまる、 そ 

れ ゆえに まざ まざ 的確の、 作者の 厭な 眼の 説明が 残リ 

なく 出来る と 私 は 思います。 

もとより これ は噓 であります。 ヘルベルト • ォィレ 

ンべ ルグ さん は、 そんな 愚かし い 家庭の トラブル など 

惹き 起した お 方で は 無い のであります。 この 小品の 不 

思議な ほどに 的確な 描写の 拠って 来る ところ は、 恐ら 

く は 第一 の 仮説に 尽くされて あるので はない かと 思い 

ます。 それ は 間違いない のであります が、 けれども、 



ごうまん 

みて、 それから 原作に 足りない ところ を 私が、 傲慢の 

ようであります が、 たしかに 傲慢の わざな ので ありま 

すが、 少し 補 筆して ゆき、 いささか 興味 ある ロマンス 

に 組立て てみたい と 思って います。 この 原作に ぬて は 

これから さき 少しお 読みに なれば 判る ことであります 

が、 女房 コン スタン チェ ひと リ、 その 人に ついての 描 

写に 終始して 居り、 その 亭主なら びに、 その 亭主の 浮 

気の 相手の ロシャ 医科大学の 女学生に ついては、 殆ん 

ど 言及して 在りません。 私 は、 その 亭主 を、 (乱暴な 企 

てであります が、) 仮に この 小品の 作者 御自身と 無理 

矢理 きめてし まって、 いわば 女房 コン スタン チェの 私 



は 唯一の 味方に なり、 原作者が 女房 コン スタン チェ を、 

このように 無残に 冷たく 描写して いる、 その 復謦 とし 

て、 若輩ち から 及ばぬな がら、 次回より 能う 限り 意地 

わるい 描写 を、 やって みるつ もりな のであります。 そ 

れ では 今回 は 次に 一 頁 ほど 原作者の 記述 を コピィ して、 

それから また 私の、 亭主と 女学生に ついての 描写 を も 

せいぜい 細かくお 目に 懸ける ことに 致しましょう。 女 

房コン スタン チェが 決闘の 前夜、 冷たい ピストル を 抱 

いて 寝て、 さて その 翌朝、 いよいよ 前代未聞の 女の 決 

闘が 開始され るので あります が、 それにつ いて 原作者 

EULENBERG が、 れいの 心憎い までの 怜き 無情の 心 



で 次のように 述べ てあります。 これ を 少し 読者に 読ん 

でいた だき、 次回から 私 (DAZAI) のば かな 空想 も 聞 

いていた だきた く 思います。 女房 は、 六連発の 拳銃 を 

抱いて、 床の 中へ 這ん りました。 さて、 その 翌朝、 原 

作 は 次のようにな つ て 居ります。 

『翌朝 約束の 停車場で、 汽車から 出て 来たの は、 二人 

の 女の 外に は、 百姓 二人 だけであった。 停車場 は 寂し 

く、 平地に 立てられ ている。 定木で 引いた 線の ような 

軌道がず つと 遠くまで 光って 走って いて、 その 先の 地 

平 線の あたりで、 一 つに なって 見える。 左の 方の、 黄 

いろみ 掛かった 畑 を 隔てて 衬が昆 える。 1: 車 場に は、 



その 村の 名が 付いてい るので ある。 右の 方に は沙 地に 

草の 生えた 原が、 眠そう に 広がって いる。 

二人の 百姓 は、 町へ 出て 物 を 売った 帰りと 見えて、 

停車場に 附属して いる 料理店に 坐り込んで 祝杯 を 挙げ 

ている。 

そこで 女 二人 だけ 黙って 並んで 歩き 出した。 女房の 

方が 道案内 をす る。 その 道筋 は 軌道 を 越して 野原の 方 

へ 這入り込む。 ザ J の 道 は 暗緑色 の 草が 殆ど 土 を 隠す 程 

茂って いて、 その上に 荷車の 通った 輪の 跡が 二 本 走つ 

ている。 

薄ら寒い 夏の 朝で ある。 空 は 灰色に 見えて いる。 道 



なた も 今月 はずい ぶん、 お 仕事 をなさい ましたし、 気 

休めに どこか & 舎へ 遊びに いらっしゃい。 お金 も 今月 

は どつ さり 余分に ございます。 あなたのお 疲れのお 顔 

を 見る と、 私まで なんだか 苦しくな ります。 この頃、 

私に も 少しずつ、 芸術家の 辛苦と いう ものが、 わかり 

かけて まいりました。 と、 そんな こと をぬ かすので、 

おれ も、 はは あ、 これ は 何 か あるな、 と 感づき、 何 食 

わぬ 顔して、 それに 同意し、 今朝、 旅行に 出た ふりし 

てまた 引返し、 家の 中庭の 隅に しゃがんで 看視して い 

たの だ。 夕方 あいつ は 家 を 出て、 何時 何処で、 誰から 

聞いて 知っていた のか、 お前の この 下宿へ 真直に やつ 



お止しなさい。 私 は あなた を 愛して いない。 あなた は 

どだい 美しくな いもの。 私が 少しで も、 あなたに 関心 

を 持って いると したら、 それ は あなたの 特異な 職業に 

対してであります。 巿民を 嘲，' つて 芸術 を 売って、 そ 

うして、 巿 民と 同じ 生活 をして いると いうの は、 なん 

だか 私に は、 不思議な 生物の ように 思われ、 私 は それ 

を 探求して みたかった という、 まあ、 理窟 を 言えば そ 

うなる のです が、 でも 結局なん にもなら なかった。 な 

ん にも 無い のね。 めちゃめちゃ だけが 在る のね。 私 は 

科学者で すから、 不可解な もの、 わからな いものに は 

惹 かれる の。 それ を 知り 極めない と 死んで しまうよう 



もう、 これ は なかなか 大変な 奢りの 気持に なった もの 

だ。 どれ、 公園 を 散歩して 来ましょう。 私の 下宿の す 

ぐ 裏が、 小さい 公園で、 亀の子に 似た 怪獣が、 天に 向つ 

て 一 筋 高く 水 を 吹 上げ、 その 噴水の まわり は 池で、 東 

洋の 金魚 も 泳いで いる。 ぺェ トルー 世が、 王女 アンの 

結婚 を 祝う 意味で、 全国の 町々 に、 このような 小さい 

公園 を 下賜 せられた。 この 東洋の 金魚 も、 王女 アンの 

貴い 玩具であった そうな。 私 はこの 小さい 公園が 好き 

だ。 瓦斯 燈に 大きい 蛾が ひとつ、 ピンで 留められ たよ 

うにつ いている。 ふと 見る と、 ベンチに あの人が いる _ 

私の 散歩の 癖 を 知ってい るから、 ここで 待ち伏せ てい 



タン チェ。 (コン スタン チェと は 女房の 名で ある。) 

あくる 日、 二人の 女 は、 陰鬱な 灰色の 空の 下に 小さ 

く 寄り添って 歩いて いる。 黙って 並んで 歩いて いる。 

女学生 はさつ きから、 一言 聞いて みたかった。 あなた 

は あの人 を 愛して いるの？ ほんとうに 愛して いる 

の？ けれども、 相手の 女 は、 まるで 一 匹の たくまし 

い 雌 馬の ように、 鼻孔 を ひろげて、 荒い 息 を 吐き 吐き、 

せっせと 歩いて、 それに 追いす がる 女学生 を 振 払うよ 

うに、 ただ 急ぎに 急ぐ ので ある。 女学生 は、 女房の ス 

すそ 

力 アトの 裾から 露出す る 骨張った 脚 を 見ながら、 次第 

に むかむか 嫌悪が 生じる。 「あさましい。 理性 を 失つ 



た 女性の 姿 は、 どうして こんなに 動物の 臭いが する の 

だろう。 汚い。 下等 だ。 毛虫 だ。 助けまい。 あの 男 を 

撃つ より 先に、 やはり この 女と、 私 は 憎しみ を もって 

勝敗 を 決しよう。 あの 男が 此 所へ 来て いるか、 どうか、 

私 は 知らない。 見えない よう だ。 どうで もよ い。 いま 

は 目前の、 この あさはかな、 取 乱した 下等な 雌 馬 だけ 

が 問題 だ。」 二人の 女 は 黙って せっせと 歩いて いる。 

女学生が どんなに 急いで 歩いても、 いつも 女房の 方が 

一足先に 立って 行く。 遠くに 見えて いる 白樺の 森が 次 

第に ゆるゆると 近づいて 来る。 あの 森が、 約束の 地点 

だ。 (以上 DAZAI) 



すぐ つづけて！ IK 作 は、 

『この 森の 直ぐ 背後で、 女房 は 突然 立ち 留まった。 そ 

の 様子が 今まで 人に 追い掛けられ ていて、 この 時 決心 

して 自分 を 追い掛けて 来た 人に 向き合う ように 見えた _ 

「お 互に 六 発ず つ 打つ 事に しまし ようね。 あなたが お 

先へ お打ちな さいご 

「ようご ざいます ご 

一 一人の 交えた 会話 はこれ だけであった。 

女学生 ははつ きりした 声で 数 を 読みながら、 十一 一歩 

歩いた。 そして 女房の する ように、 一 番 はずれの 白樺 

の 幹に 並んで、 相手と 向き合って 立った。 



い、 こうして 段々 老いて ゆく の だ、 と 気がついた とき 

は、 人 は、 せめて 今 いちどの 冒険に、 あこがれ るよう 

にならぬ ものであろう か。 ファウスト は、 この 人情の 

機微に 就いて、 わななきつつ 書斎で 独語して いるよう 

であります。 ことに も、 それが 芸術家の 場合、 黒煙 

もうもう じだんだ 

濛々 の 地団駄踏む ばかりの 焦躁で なければ なりません。 

芸術家と いう もの は、 例外な しに 生れつきの 好色 人で 

あるので あります から、 その 渴望も 極度の ものが ある 

ので はない かと、 笑い ごとで は 無しに 考えられ るので 

あります。 殊に も、 この 男 は 紅毛人であります。 紅毛 

人の Iloveyou に は、 日本人の 想像に も 及ばぬ 或る 種 



り を 飛ぶ ようになった。 

女房 も 矢張り 気が ぼうっとして 来て、 なんでももう 

百 発 も 打った ような 気がして いる。 その 目に は 遠方に 

女学生の 白い カラが 見える。 それ をき のう 的 を 狙った 

ように 狙って 打って いる。 その 白い カラの 外に は、 な 

ん にも 目に 見えない。 消えて しまったよう である。 自 

分の 踏んで いる 足下の 土地 さえ、 あるか 無い か 覚えな 

ヽ o 

レ 

突然、 今 自分 は 打った か 打たぬ か 知らぬ のに、 前に 

目に 見えた 白い カラが 地に 落ちた。 そして 外国語で 何 

か 一 言 云う のが 聞え た。 



「復謦 と 云う もの はこん なに 苦い 味の もの か 知ら」 と、 

女房 は 土の 上に 倒れて いながら 考えた。 そして 無意識 

に 唇 を 動かして、 何 か 渋い もの を 味わった ように 頰を 

すぼめた。 併し 此場を 立ち上がって、 あの 倒れて いる 

か 、-- まう や 

女学生の 所へ 行って 見る とか、 それ を 介抱して 遣る と 

か 云う 事 は、 どうしても 遣りたくない。 女房 はこの 出 

来 事に 体 を 縛り付けられて、 手足 も 動かされ なくなつ 

ている ように、 冷淡な 心 持 をして 時の 立つ の を 待って 

いた。 そして 此 間に 相手の 女学生の 体から は 血が 流れ 

て 出て しまう 害 だと 思 つ ていた。 

夕方に なって 女房 は 草原で 起き上がった。 体の 節節 



むし 

寧ろ 此 海の 沈黙の 中へ 身 を 投げようかと 思うよう な も 

ので ある。 

そこで 女房 は 死のうと 決心して、 起ち 上がって 元気 

好く、 項 を 反せて 一番 近い 村 を さして 歩き 出した。 

女房 は 真つ 直に 村役場に^ 入つ て 行つ てこう 云った。 

「あの、 どうぞ わたくし を 縛って 下さい まし、 わたくし 

は 決闘 を 致しまして、 人 を 一人 殺しました ご 

第五 

決闘の 次第 は、 前回に 於いて 述べ 尽し ました。 けれ 



丸 を 皆 打って しまって あった。 そうして 見る と、 女房 

の 持って いた 拳銃の 最後の 一 弾が 気まぐれに 相手の 体 

あ.. こ 

に 中ろうと 思って、 とうとう その 強情 を 張り 通した も 

のと 見える。 

女房 は 是非 - 」 の 儘 抑留して 置い て 貰いた いと 請求し 

た。 役場で は、 その 決闘と 云う ものが 正当な 決闘で 

あったなら、 女房の 受ける 処分 は 禁獄に 過ぎぬ から、 

別に 名誉 を 損ず る もので はない と、 説明して 聞かせた 

けれど、 女房 は 飽くまで 留めて 置いて 貰おうと した。 

女房 は 自分の 名誉 を 保存し ようと は 思 つ て おら ぬら 

しい。 たった さっきまで、 その 名誉の ために 一命 を 賭 



果して、 芸術家と いう もの は、 そのよう に 冷淡、 心の 

奥底まで 一 個の 写真機に 化して いるものでしょう か。 

私 は、 否、 と 答えたい のであります が、 とにかく 今、 

諸君と 共に、 この 難問に 就いて、 尚し ばらく 考えて み 

る ことに 致しましょう。 この 悪徳の 芸術家 は、 女房の 

取調べと 同時に、 勿論、 市の 裁判所に 召喚され、 予審 

検事の 皮肉 極まる 訊問 を 受けた 害であります。 

—— どうも、 とんだ 災難で ございま したね。 (と検 

事 は 芸術家に 椅子 を 薦めて 言いました。) 奥さんの おつ 

しゃる 事 は、 ちっとも 筋道が とおりま せんので、 私 ど 

も 困って 居ります。 一体、 どういう 泵 因に 拠る 決闘 だ 
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は、 ご存じ なんです ね。 

ません。 

言い かたが 下手だった のか しら。 失礼いた 

何 か、 お 心 当り は 在る 害なん です ね。 

り？ 

の 女学生 を、 ご存じ なんです ね。 

の？ 

え、 奥さんの 相手です。 失礼いた しました。 

闘の 相手です。 お 互い 紳士です ものね。 

.存 じて 居ります。 

え？ 何 を ご存じ なんです。 湮 草 は、， 'かがです。 



ずいぶん 煙草 を、 おやりの ようです ね。 煙草 は、 思索 

の 翼と 言われて います からね。 あなたの 作品 を、 うち 

の 女房と 娘が 奪い合いで 読んで いますよ。 「法師の 結 

婚」 という 小説です。 私 も、 そのうち 読ませて いただ 

くつ もりです けれど、 天才の 在る おかた は 羨 やましい 

です ね。 この 部屋 は、 少し 暑 過ぎます ね。 私 はこの 部 

屋 がきら いなんで すよ。 窓 を 開けましょう。 さぞ、 お 

いやで しょうね。 

—— 何 を 申し上げれば いいのでしょう。 

I いいえ、 そういう わけ じ や 無 いんです。 私 は、 

そんな、 失礼な 事 は 考えて 居りません。 お 互い、 この 



です。 あなたから、 何もお 伺いし ようと 思いません。 

そんなに 気 を 廻さないで 下さい。 どうも、 私 も、 きょ 

うはなん だか、 いやにな りました。 もう、 止しに しま 

しょうか。 

_ —— そうお 願いで きれば、 …… 

—— ふん。 あなた を 罰する 法律が 無い ので、 いやに 

なった のです よ。 お帰りなさい。 

ありがとう 存じます。 

—— あ、 ちょっと。 一 つ だけ、 お伺いし ます。 奥 さ 

んが 殺されて、 女学生が 勝った 場合 は、 どうなります 

力？ 



—— どうもこう もな りません。 そいつ は 残った 弾丸 

で、 私 を も 撃ち殺した でしよう。 

—— ご存じで すね。 奥さん は、 すると、 あなたの 命 

の 恩人と いう ことになります ね。 

II 女房 は、 可愛げ の 無い 女です。 好んで 犠牲に 

なった のです。 エゴイストです。 

—— もう 一 つお 伺いし ます。 あなた は、 どちらの 死 

を 望みました か？ あなた は、 隠れて 見て いました ね。 

旅行して いたと いうの は噓 です ね。 あの 前夜 も、 女 学 

生の 下宿に 訪ねて 行き ましたね。 あなた は、 どちらの 

死 を 望んで いたので すか？ 奥さんで しょうね。 



—— いいえ、 私 は、 (と 芸術家 は 威厳の ある 声で 言い 

ました。) どちらも 生きて くれ、 と 念じて いました。 

—— そうです。 それでい いのです。 私 は あなたの、 

今の 言葉 だけ を 信頼し ます。 (と 検事 は、 はじめて 白 

い 歯 を 出して 微笑み、 芸術家の 肩 を そっと 叩いて、) そ 

うで 無ければ、 私 は 今す ぐ あなた を、 未決 檻に 送る つ 

ほうじょ 

もりで いたので すよ。 殺人 封 巾 助と いう 立派な 罪名が あ 

リま， ^9 

以上 は、 かの 芸術家と、 いやらしく 老獪な 検事との 

一問一答の 内容であります が、 ただ、 これ だけで は 私 

も 諸君 も 不満であります。 「いいえ、 私 は、 どちらも 生 



在った。 この 男 は、 あれ を 忘れて いるので あろう か。 

或いは ちゃんと 覚えて いる 癖に、 成長した 社会人 特有 

の 厚顔無恥の、 謂わば 世馴れた 心から、 けろ りと 忘れ 

た 振りして、 平気で 噓を 言い、 それ を 取調べる 検事 も 

また 

亦、 そこのと ころ を 見抜いて いながら、 その 追究 を 

大人気な いものと して 放棄し、 とにかく 話の 筋が 通つ 

て 居れば、 それで 役所の 書類 作成に 支障 は 無し、 自分 

の 勤め も 大過 無し、 正義よりも 真実よりも 自分の 職業 

の 無事 安泰が 第一 だと、 そこ は 芸術家 も 検事 も、 世馴 

れた 大人 同士の 暗黙の 裏の 了解が できて、 そこで、 「ど 

ちら も 生きて くれと 念じて いました ご 「よろしい、 B 



分の 生れつきの 本性の 如く 誤って 思い込み、 悶々 して 

いる 気弱い 人が、 ずいぶん 多い 様子であります。 卑し 

い 願望が、 ちらと 胸に 浮ぶ こと は、 誰に だって ありま 

す。 時々 刻々、 美醜 さまざまの 想念が、 胸に 浮んで は 

消え、 浮んで は 消えて、 そうして 人 は 生きて います。 

その 場合に、 醜い もの だけ を 正体と して 信じ、 美しい 

願望 も 人間に は 在る という 事 を 忘れて いるの は、 間違 

いであります。 念々 と 動く 心の 像 は、 すべて 「事実」 

として 存在 はしても、 けれども、 それ を 「真実」 とし 

て 指摘す るの は、 間違いな のであります。 真実 は、 常 

に 一 つではありません か。 他 は、 すべて B じなくて い 



いのです。 忘れて いていい のです。 多くの 浮遊の 事実 

の 中から、 たった 一 つの 真実 を 拾い出して、 あの 芸術 

家 は、 権威 を 以て 答えた のです。 検事 も、 それ を 信じ 

ました。 二人共に、 真実 を 愛し、 真実 を 触 知し 得る 程 

の 立派な 人物であった のでしょう。 

あの、 あわれな、 卑屈な 男 も、 こうして 段々 考えて 

行く に 連れて、 少しずつ 人間の 位置 を 持ち直して 来た 

様子であります。 悪い と 思って いた 人が、 だんだん 善 

くな つ て 来る の を 見る 事 ほど 楽しい ことはありません _ 

弁護の しついで に、 この 男の、 身中の 虫、 「芸術家」 と 

しての 非情に 就いても、 ちょっと 考えて みる ことに 致 



しましょう。 この 男 ひとりに 限らず、 芸術家と いう も 

の は、 その 腹中に、 どうしても 死なぬ 虫 を 一匹 持って 

いて、 最大の 悲劇 を も 冷酷の 眼で 平気で 観察して いる 

もの だ、 と 前回に 於いても、 前々 回に 於いても 非難し 

て 来た 害であります が、 その 非難 を も、 ちょっと つい 

でに 取り消し てお 目に 掛けた くな りました。 何も、 人 

助けの 為であります。 慈善 は、 私の 本性 かも 知れ ませ 

ん。 「醜い もの だけ を 正体と して 信じ、 美しい 願望 も 

人間に は 在る という こと を 忘れて いるの は、 間違いで 

あります ごと D 先生が 教えて 居ります。 何事 も、 自分 

を、 善い ほうに 解釈して 置く のがい いよう だ。 さて、 



れて 出た 血の ようにもう 元 へ は 帰らぬ の で w J ざいます。 

わたくし はもう 人の 妻で も 無ければ 人の 母で も ありま 

せん。 もう そんな ものに は 決して なられません。 永遠 

に なられません。 ほんに この 永遠と 云う、 たっぷり 涙 

を 含んだ 二字 を、 あなた 方 どなたでも 理解して 尊敬し 

て 下されば 好い と 存じます ご 

「わたくし は あの 陰気な 中庭に 入り込んで、 生れて か 

ら 初めて、 拳銃と 云う もの を 打って 見ました 時、 自分 

が 死ぬ る 覚悟で 致しまして、 それと 同時に 自分の 狙つ 

まと しんぞう 

ている 的 は、 即ち 自分の 心の 臓 だと 云う 事が 分かり ま 

した。 それから 一発 一発と 打った びに、 わたくし は自 



れは どの 恋愛で も 傷 けられる と、 恋愛の 神が 侮辱 せら 

れて、 その 報いに 犠牲 を 求める からで ございます。 決 

闘の 結果 は 予期と は 相違して いました が、 兎に角 わた 

くし は 自分の 恋愛 を 相手に 渡す のに、 身 を 屈めて、 余 

儀な くせられ て 渡す ので は 無く、 名誉 を 以て 渡そうと 

したの だと 云う だけの 誇 を 持って います ご 

「どうぞ 聖者の 毫光を 御 尊敬な さると 同じお 心 持で、 

勝利 を 得た ものの 額の 月桂冠 を 御 尊敬な すって 下さい 

まし。」 

「どうぞ わたくしの 心の 臓 をお 労わり なすって 下さい 

まし。 あなたの 御 尊 B なさる 神康 と同じように、 わた 



られぬ 事でした。 命 も 要らぬ、 神 も 要らぬ、 ただ、 ひ 

とりの 男に 対する 恋情の 完成 だけ を 祈って、 半狂乱で 

生きて いる 女の 姿 を、 彼 は、 いま はじめて 明瞭に 知る 

事が 出来た のでした。 彼 は、 もともと 女性 軽蔑 者で あ 

あさま ちしつ 

りました。 女性の 浅 間し さ を 知悉して いるつ もリ であ 

りました。 女性 は 男に 愛撫され たくて 生きて いる。 称 

讃 されたくて 生きて いる。 我利我利。 I！ 蕩。 無智。 虚 

栄。 死ぬ まで 怪しい 空想に 身悶えし ている。 貪慾。 無 

思慮。 ひとり 合点。 意識せ ぬ 冷酷。 無恥 厚顔。 吝嗇。 

びたい うぬ ぼ 

打算。 相手 かまわぬ 媚態。 ばかな 自惚れ。 その他、 女 

性の あらゆる 悪徳 を 心得て いるつ もりで いたので ぁリ 



た 浅 墓な 通俗小説 ばかり を 書く ようになりました。 か 

つて 世の 批評家た ちに 最上級の 言葉で 賞讃 せられた、 

あの 精密の 描写 は、 それ 以後の 小説の 片隅に さえ、 見 

つからぬ ようになりました。 次第に 財産 も 殖え、 体重 

も 以前の 倍ち かくな つて、 町内の 人た ちの 尊敬 も 集り、 

知事、 政治家、 将軍と も 互角の 交際 をして、 六十 八 歳 

で 大往生いた しました。 その 葬儀の 華やか さは、 五 年 

のちまで 町内の 人た ちの 語り草に なりました。 再び、 

妻 はめ とらなかった のであります。 

というの が、 私 (DAZAI) の 小説の 全貌な ので あり 

ますが、 もとより 之 は、 HERBERT EULENBEHG 氏 
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